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駒ヶ根市における第２層生活支援コーディネーターの役割と活動内容
１　生活支援コーディネーターの役割・活動内容
　　生活支援コーディネーター（以下「ＳＣ」）は、住民主体による生活支援・介護予防の取り組みを推進する役割を持ち、介護保険制度によって全国の市区町村に設置されています。
　　駒ヶ根市では、市内全域を担当する「第１層ＳＣ」と各区を担当する「第２層ＳＣ」を市長からの委嘱により配置しています。
　　【ＳＣの活動内容】
	活動内容（要約）
	第２層ＳＣの主な活動例

	(１) 地域資源の把握及び整理
	・地区内の困りごと把握のためのアンケート実施、相談窓口の設置
・通いの場等の把握、活動支援

	(２) 地縁組織等多様な主体への働きかけ
	・区、地区社協、高齢者クラブ等、地区内にある多様な組織に対する地域づくりへの協力依頼

	(３) 関係者との協働の体制づくり
	・市包括や市社協担当者との連携

	(４) 目指す地域の方針の共有
	・区、自治組合等の会合における協力呼びかけ
・区民向けの広報誌の作成、配布

	(５) 地域のニーズとサービスとのマッチング活動
	・市社協からの相談や区内のアンケート、相談窓口等からの支援依頼を区内の支援組織につなげる

	(６)不足するサービスの創出・高齢者等の活躍の場の確保
	・区内での互助による生活支援組織の立上げ
・生活支援の担い手の募集

	(７) その他必要な活動
	


駒ヶ根市生活支援体制整備事業実施要綱（H29.3.23）より　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
これらＳＣの活動を組織的に補完するために、各区に「支え合い推進会議」を設置しています。
２　第２層生活支援コーディネーター連絡会への出席（年６回）
市全体の支え合いの地域づくりの方針や課題の共有、各区の取り組み状況や課題についての情報交換等を行うため、連絡会を年６回行います。その他に研修会等があります。
